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会議の公表 □ 公開      ■ 非公開 
非公開の理由 
  会議の内容に個人情報が含まれているため 
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○内 容 
 １ 会議次第 
  (1) 教育長挨拶・委員長挨拶 
  (2) 議題 
   ① 平成 19年度入学児童生徒の追跡調査結果について 

② 専門部付託事項調査報告について 
(3)  適正就学についての答申 
(4) 教育長あいさつ 



２ 提出資料 
  (1) 平成 19年度芦屋市心身障害児適正就学指導委員会審議結果 
  (2) 教育上配慮のいる児童生徒の追跡調査結果 
  (3) 心身障害児の適正就学に関する調査書 
  
３ 審議経過 

  (1) 追跡調査結果については，昨年度，適正就学指導委員会で審議された児童生徒の 
現状について，調査報告書をもとに事務局から現状報告を行なった。 

(2) 専門部付託事項調査報告については，専門部員から，平成 20年度に就学する児童 
生徒の障がいの状況と，それぞれの望ましい就学先についての提案があった。 

 
〔主な質疑内容〕 
○ 特別支援学級の指導体制や交流の状況はどうなっているか。また専門性を持った 
職員が配置されているのか。 
（特別支援学級は，1学級平均３名程度で構成されている。交流時間は原則，全指導
時間数の半分程度だが，児童生徒の実態によって差はある。担任の大多数は特別

支援教育の経験者。県も市も教員の専門性の向上を支援する研修会を毎年，実施

している。） 
   

○ 障がいの程度が重度の児童もいるが，こうした児童を受入れる学校の指導体制は 
十分に整っているのか。 

   （一人一人の障がいの程度に配慮した指導を行うとともに，障がいのある子どもと

障がいのない子どもが共に生活できる環境を整えることが大切である。その実現

のためにも学校に対する教育委員会の支援は不可欠である。）        
   
４ 結論 

(1) 平成 19年度に特別支援学級に入学した児童生徒は，全員，現在の学級に適応して
おり，今後の追跡調査の必要はない。 

(2)  答申の内容は，専門部の原案どおりとするが，特に障がいの程度が重度の児童の 
就学にあたっては，別途，教育委員会からの条件整備等の内容を含んだ付帯意見を

加える。 
 

５ 閉会 


